
保育現場における臨床心理学的支援について
全国の小中高校、大学などの教育現場においては、心の専門職としてクールカウンセラーが
配置され、児童・生徒・学生、また、教職員が抱え様々な問題に対して成果を上げています。
しかし、ほとんどの保育園や幼稚園には、専門職としての心理職は配置されていません。保
育領域には心理職は必要なのでしょうか？

2020年 研究会発足・多方面へのヒヤリング・国内文献の分析
2021年 「気になる子」に関する文献研究
2022年 保育現場のスタッフへのインタビュー調査研究
2023年 テキストマイニング研修会開催
2024年 シンポジウム開催 保育園に心理士は必要？

〜園、地域、心理士の声を集めて考えるシンポジウム〜
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